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レヴィ過程に対する局所時間を研究し、（狭義）安定過程に対しては伊藤解析の手法を用

い、レヴィ過程に対してはポテンシャル論の手法を用いて田中の公式と呼ばれる局所時間の

表現を構成した。

局所時間とは一次元確率過程のあるレベルにおける滞在時間を表す量であり、ブラウン運

動に対して田中の公式と呼ばれる表現が知られている。この田中の公式は、ブラウン運動に

対する局所時間がドゥーブ・メイエー分解、すなわち局所時間が劣マルチンゲールとマルチ

ンゲールの差によって与えられる増加過程であることを表している。そこで、このドゥーブ・

メイエー分解に注目し、レヴィ過程に対し田中の公式を構成した。

1. 伊藤解析による田中の公式

安定過程に対し、局所時間の定義から滞在密度公式と呼ばれる表現に注目し、伊藤解析の

手法を用いることにより田中の公式の構成を行った。まずフーリエ解析により安定過程の生

成作用素の基本解を得ることができ、そして伊藤の公式を適用し、安定過程に対する田中の

公式を構成することに成功した。また安定過程のモーメント評価により、この田中の公式の

マルチンゲール部分は明示でき、さらに自乗可積分であることを確認した。

2. ポテンシャル論による田中の公式

安定過程に対しては伊藤解析とフーリエ解析を用いて構成したが、一般のレヴィ過程に対

しては基本解を与えることが困難であった。そこで、Blumenthal ‐ Getoor (1964) のマル

コフ過程に対するポテンシャル論の手法により、レヴィ過程に対し田中の公式を構成した。

この構成における重要な点は、繰り込みの手法による修正 0レゾルベントと呼ばれるレゾル

ベント密度の収束である。矢野 (2013) では非対称なレヴィ過程に対する修正 0 レゾルベン

トの存在に対する十分条件を与えているが、安定過程を少し緩めた形であり、また確かめる

のが困難である条件であった。そこで、フーリエ変換により、一般のレヴィ過程に対する修

正 0レゾルベントの存在に対する十分条件について考察した。この結果は、矢野の結果をよ

り一般化したものであり、安定過程のみならず、大きいジャンプを切断された安定過程や数

理ファイナンスでよく用いられている CGMY過程、正もしくは負のみのジャンプを持つレ

ヴィ過程といった重要な例を確認できた。


